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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月29日(2018.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘膜付着性製剤であって、
　（ｉ）粘膜付着性ポリマーを有する、水を封入可能なクラスレートホスト、または（ｉ
ｉ）粘膜付着性ポリマー、及び水を封入可能なクラスレートホスト、のいずれかと、
　７５％より低い濃度の遊離水と、
　前記製剤中の前記遊離水の濃度の少なくとも２５％かつ前記製剤の少なくとも１０％の
濃度のＣ４－Ｃ６糖アルコールと、
を有し、前記製剤中における前記粘膜付着性ポリマー及びクラスレートホストの量は、前
記製剤が口腔粘膜に適用される場合にｉｎ　ｓｉｔｕで前記Ｃ４－Ｃ６糖アルコールを保
持するのに十分な量である、製剤。
【請求項２】
　請求項１記載の粘膜付着性製剤において、前記Ｃ４－Ｃ６糖アルコールはキシリトール
である、粘膜付着性製剤。
【請求項３】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤において、前記クラスレートホストは前記粘膜付着性ポ
リマーを有する、粘膜付着性製剤。
【請求項４】
　請求項３記載の粘膜付着性製剤において、前記粘膜付着性ポリマーはポリアクリレート
であり、前記クラスレートホストはグリセリンと前記ポリアクリレートとを有する、粘膜
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付着性製剤。
【請求項５】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤において、前記キシリトールの濃度は前記製剤中の前記
遊離水の濃度の少なくとも５０％である、粘膜付着性製剤。
【請求項６】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤において、前記キシリトールの濃度は前記製剤中の前記
遊離水の濃度と少なくとも等しい、粘膜付着性製剤。
【請求項７】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤において、前記キシリトールの濃度は前記製剤の３５％
より高い、粘膜付着性製剤。
【請求項８】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤において、前記クラスレートホストと前記キシリトール
との相対濃度ｗ／ｗ％は１：１～１：１０である、粘膜付着性製剤。
【請求項９】
　請求項１記載の粘膜付着製剤であって、糖アルコール以外にはアルコールを含まない、
粘膜付着性製剤。
【請求項１０】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤において、前記キシリトールは前記粘膜付着性製剤中の
全成分のうち、最も高い濃度の成分である、粘膜付着性製剤。
【請求項１１】
　請求項２記載の粘膜付着性製剤であって、さらに、グリセリンを有する、粘膜付着性製
剤。
【請求項１２】
　請求項１１記載の粘膜付着性製剤において、前記グリセリンの濃度は前記製剤中の前記
キシリトールの濃度の半分より低い、粘膜付着性製剤。
【請求項１３】
　請求項１記載の粘膜付着性製剤であって、液体、または半固体である、粘膜付着性製剤
。
【請求項１４】
　請求項１３記載の粘膜付着性製剤において、前記粘膜付着性製剤が液体の場合、前記液
体はマウスリンスまたはマウススプレーであり、前記粘膜付着性製剤が半固体の場合、前
記半固体はゲルまたはペーストである、粘膜付着性製剤。
【請求項１５】
　請求項４記載の粘膜付着性製剤であって、さらに、グリセリンと、前記クラスレートホ
ストの一部であるグリセリンとを有する、粘膜付着性製剤。
【請求項１６】
　請求項１５記載の粘膜付着性製剤において、前記製剤中の前記キシリトールの濃度は前
記製剤中の前記遊離水の濃度の少なくとも８０％である、粘膜付着性製剤。
【請求項１７】
　請求項１６記載の粘膜付着性製剤において、前記キシリトールの濃度は前記製剤の３５
％より高い、粘膜付着性製剤。
【請求項１８】
　口腔粘膜を湿潤させる方法であって、請求項１～１７のいずれか記載の粘膜付着性製剤
を口腔粘膜に適用する工程を有する、方法。
【請求項１９】
　口腔粘膜に前記Ｃ４－Ｃ６糖アルコールを提供する方法であって、請求項１～１７のい
ずれか記載の粘膜付着性製剤を口腔粘膜に適用する工程を有する、方法。
【請求項２０】
　口腔粘膜に前記キシリトールを提供する方法であって、請求項２～１７のいずれか記載
の粘膜付着性製剤を口腔粘膜に適用する工程を有する、方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　Ｓ．ｍｕｔａｎｓの増殖を阻害するのに十分高い濃度でキシリトールを含有する口腔ケ
ア製品であって、キシリトールが口腔中でＳ．ｍｕｔａｎｓの増殖を阻害するのに十分な
時間にわたり、口腔中また特に口腔粘膜上でキシリトールの濃度を維持する製品への顕著
な需要が存在する。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許第８，６５８，１３９号明細書
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２０１４／０３０５４６１号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２０１３／０２９５０４１号明細書
　　（特許文献４）　米国特許第５，９００，２３０号明細書
　　（特許文献５）　米国特許第３，９７０，７４７号明細書
　（非特許文献）
　　（非特許文献１）　ＡＳＨＬＡＮＤ．　Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎ
ｔｓ　ｆｏｒ　Ｏｒａｌ　Ｃａｒｅ．　Ｂｒｏｃｈｕｒｅ．　Ｐｇｓ．　１－１２，　２
０１３　［ｒｅｔｒｉｅｖｅｄ　ｏｎ　１１　Ｊａｎｕａｒｙ　２０１６］．　Ｒｅｔｒ
ｉｅｖｅｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　<ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ａｓｈｌａｎｄ．ｃｏｍ／Ａｓｈｌａｎｄ／Ｓｔａｔｉｃ／Ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／ＡＳＩ
／Ｐｅｒｓｏｎａｌ％２０Ｃａｒｅ／ＰＣ－１２０５６＿Ｏｒａｌ＿Ｃａｒｅ＿Ｂｒｏｃ
ｈｕｒｅ．ｐｄｆ>．
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